
周知の工夫

組織的アプローチ



そもそも・・・

【利用者にとって】
 理解をサポートする
 混乱を未然に防ぐ
 視覚的手がかりを使って、適切に情報に焦点をあてるのを助ける
 情報に注意集中し、効率的に学習する手助けをする
 自立するために、自分で行動するのを助ける

【支援者にとって】
 支援の理解をサポートする
 支援の混乱を未然に防ぐ
 視覚的手がかりを使って、適切に情報に焦点をあてるのを助ける
 支援を一人で行えるために、自分で行動するのを助ける
 振り返って支援内容を確認することを手助けする

「分かりやすさ」の工夫なしに、強度行動障害支援もチームプレイも難しい

⇕
構造化された環境は、利用者にとっても支援者にとっても分かりやすい



周知の工夫｜支援手順書



利用者にとっては指示書
職員にとっては個別の支
援手順書

利用者にとっては、自立的
に生活や活動を行うツール
職員にとっては、統一した
支援を提供できるツール

「この通りに行動すればちゃ
んとできる。」
「この指示書に沿ってもらえ
ば利用者が安定安心でき
る。」
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